
 
 

問 31 個人のプライバシーに関して、あなたはどのような場合にプライバシーが守ら

れていないと感じますか。次の中からあなたの考えに近いものをお答えください。

（○はいくつでも） 

77.1%

40.2%

31.1%

27.9%

12.8%

12.7%

7.8%

2.7%

5.3%

         知らない企業や団体からダイレクトメール
が届いたり、訪問や電話による勧誘を受けること

     民間企業や名簿業者などにより
自分に関する情報が知らないうちに
             集められ、管理されること

       インターネットの掲示板への
書き込みや電子メールの書き込み

自分や家族のことについて、
 他人に言いふらされること

就職や結婚などの際に企業や
    興信所から調査されること

役所に届出等をする際、直接関係のない
   ことを書かされたり聞かれたりすること

         企業や公的機関において、自分に
関する情報や資料を見せてもらえないこと

その他

無回答

■個人のプライバシーが守られていないと感じるものは、「知らない企業からのダイレ

クトメールが届いたり、訪問や電話による勧誘を受けること」(77.1%)が最も多かった。

次いで「民間企業や名簿業者などにより自分に関する情報が知らないうちに集められ、

管理されること」(40.2%)、「インターネットの掲示板への書き込みや電子メールの書き

込み」(31.1%)となっている。 
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【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。 

前回調査（H17 鳥取県人権意識調査） 

問 23 個人のプライバシーに関して、あなたはどのような場合にプライバシーが守られていないと感じ

ますか。次の中から特にあなたの考えに近いものをお答えください。（○はいくつでも） 

47.9%

24.9%

13.8%

12.9%

12.5%

7.0%

1.8%

5.6%

76.1%
   知らない企業や団体からダイレクトメールが
届いたり、訪問や電話による勧誘を受けること

民間企業や名簿業者などにより、自分に関する
情報が知らないうちに集められ、管理されること

自分や家族のことについて、
 他人に言いふらされること

       インターネットの掲示板への
書き込みや電子メールの書き込み

役所に届出等をする際、直接関係のない
    ことを書かされたり聞かれたりすること

就職や結婚などの際に、企業や
      興信所から調査されること

企業や公的機関において、自分に関する
      情報や資料を見せてもらえないこと

その他

無回答

 

 
【性別・年齢との関係】 

[図 31-1] 問 31 どんなときにプライバシー侵害を感じるか と 性別 の関係 

76.5%

44.2%

30.8%

24.2%

12.5%

12.0%

8.3%

3.7%

4.5%

79.4%

38.7%

31.9%

31.0%

13.3%

13.6%

7.6%

2.0%

3.7%

知らない企業からのDM、勧誘(n=1179)

企業・業者等に自分の情報を管理される(n=616)

インターネット上の書き込み(n=474)

自分や家族のことを他人に言いふらされる(n=426)

就職・結婚時における興信所等の調査(n=196)

役所での不要な事項の記載・聞き取り(n=195)

企業・公的機関が持つ自己情報の非開示(n=119)

その他(n=40)

無回答(n=61)

男性

女性

 
 性別でみると、「知らない企業からのＤＭ、勧誘」、「インターネットへの書き込み」、「自分や家族

のことを他人に言いふらされる」などは女性の回答率が高く、「企業・業者等に自分の情報を管理さ

れる」、「企業・公的機関が持つ自己情報の非開示」などは男性の回答率が高い。 
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[図 31-2] 問 31 どんなときにプライバシー侵害を感じるか と 年齢 の関係 

43.3%

37.4%

40.5%

31.0%

23.2%

19.7%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

インターネット上の書き込み(n=475)

73.3%

78.4%

84.4%

81.5%

77.4%

65.3%

知らない企業からのDM、勧誘

(n=1180)

28.3%

27.3%

30.5%

27.6%

25.9%

32.4%

自分や家族のことを他人に言いふ

らされる(n=427)

42.5%

41.4%

52.0%

38.4%

37.7%

31.8%

企業・業者等に自分の情報を管理

される(n=615)

15.8%

13.7%

18.6%

13.1%

10.2%

6.9%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

就職・結婚時における興信所等の調査

(n=196)

12.5%

13.2%

16.0%

13.1%

11.1%

11.6%

役所での不要な事項の記載・聞き

取り(n=195)

10.8%

7.5%

8.6%

7.1%

8.4%

5.8%

企業・公的機関が持つ自己情報の

非開示(n=119)

0.8%

4.4%

1.1%

2.8%

2.7%

3.5%

その他(n=40)

3.3%

2.6%

2.2%

2.6%

4.9%

12.1%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

無回答(n=64)

 
 年齢別でみると、「知らない企業からのＤＭ、勧誘」が各年代で最も多くなっている。 
 20 歳代では「インターネットへの書き込み」（43.3％）、40 歳代では「企業・業者等に自分の情

報を管理される」（52.0％）、70 歳以上では「自分や家族のことを他人に言いふらされる」（32.4％）

が他の年代よりも高くなっている。 
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問 32-① 自分の子どもが結婚するときに、家柄、親の職業や社会的地位などについ

て、親の立場から相手方の身元調査を行うことはやむを得ないと思いますか。あ

なたの考えに近いものはどれですか。（○は１つだけ） 

 

そう思う,  7.0%

どちらかといえばそう思

う,  24.8%

どちらかといえばそう思

わない,  22.0%
そう思わない,  28.7%

どちらともいえない,  

12.9%

無回答,  4.6%

31.8% 50.7%

 

■自分の子どもが結婚するとき、親の立場から相手の身元調査を行うことはやむを得な

いと思うかどうかについて、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人は

合わせて 31.8%。「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」と回答した人は合

わせて 50.7%。また、「どちらともいえない」と回答した人は 12.9%だった。 

 

【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が異なっているため、参考としてご参照ください。 

H17 同和問題についての県民意識調査 

質問 2-1-1 自分の子どもが結婚するとき、家柄、親の職業や社会的地位などについて、親の立場から結

婚相手の身元調査を行うことはやむを得ない。 

（子どもの結婚に際し、親の立場から、相手の身元調査を行うことについて聞いた。） 

そう思う,  12.0%

どちらかと言えば、そう

思う,  22.8%

どちらかと言えば、そう

思わない,  13.5%

そうは思わない,  35.9%

どちらともいえない,  

14.3%
不明,  1.5%

34.8% 49.4%
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【性別・年齢との関係】 

[図 32-1] 問 32-① 身元調査はやむを得ないか と 性別 の関係 

7.2

9.0

6.0

25.1

25.5

24.9

22.4

21.3

23.0

29.1

29.0

29.1

12.9

12.0

13.6

3.3

3.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

男性(n=600)

女性(n=907)

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない

 
 性別で見ると、「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した人が、男性 34.5％、女性

30.9％と 3 割以上となっている。また、「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」と回

答した人が、男性 50.3％、女性 52.1％となっている。 
 
[図 32-2] 問 32-① 身元調査はやむを得ないか と 年齢 の関係 

7.1

6.7

6.6

5.9

7.1

8.1

8.1

25.1

17.5

14.5

21.6

25.9

30.7

35.8

22.3

22.5

21.6

23.8

23.6

21.3

20.2

28.9

36.7

44.9

31.2

28.7

21.3

15.6

13.1

13.3

11.5

15.6

11.9

14.3

11.0

3.5

3.3

0.9

1.9

2.8

4.3

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

２０～２９歳(n=120)

３０～３９歳(n=227)

４０～４９歳(n=269)

５０～５９歳(n=352)

６０～６９歳(n=371)

７０歳以上(n=173)

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
どちらともいえない 無回答

 
 年齢別でみると、「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した人は、60 歳代 38.8％、

70 歳以上 43.9％と高くなっている。また、「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」と

回答した人は、20 歳代 59.2％、30 歳代 66.5％、40 歳代 55％、50 歳代 52.3％となっている。 
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【他の設問との関係】 

[図 32-3] 問 14 結婚問題に対するあなたの対応 と 問 32-① 身元調査の必要性 の関係 

7.2

5.3

7.7

10.1

11.8

24.2

8.3

8.4

24.9

16.2

31.5

51.3

38.2

45.5

16.7

27.1

22.3

24.0

26.6

14.3

8.8

3.0

27.8

16.3

29.3

41.0

18.1

10.1

26.5

15.2

25.0

18.1

12.8

10.7

13.5

9.2

14.7

9.1

13.9

24.1

3.4

2.9

2.6

5.0

0.0

3.0

8.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

出身関係なく、

子どもの意識を尊重(n=759)

こだわりはあるが、

子どもの意識を尊重(n=349)

反対だが、仕方ない(n=119)

親族の反対があれば、

認めない(n=34)

絶対に認めない(n=33)

その他(n=36)

わからない(n=166)

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
どちらともいえない 無回答

 
 問１４（同和地区出身者との結婚）との関係でみると、「出身関係なく、子どもの意思を尊重」と

回答した人で、身元調査に否定的（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）な意見の

人は 65.0％と最も多かったが、肯定的な意見（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）も 21.5％
あった。 
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問 32-② 問 32-①で「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と答えた方

にお尋ねします。その理由について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

（○は１つだけ） 

世間一般に行われている
から,  11.5%

子どもの将来に重要な関
連があるから,  40.0%

相手を信用する根拠とな
るから,  42.0%

その他,  4.5%

無回答,  2.0%

 

■問３２－①で「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と回答した理由につ

いて、「世間一般に行われているから」と回答した人は 11.5％、「子どもの将来に重要

な関連があるから」と回答した人が 40.0％、「相手を信用する根拠となるから」と回答

した人が 42.0％となっている。 

 

【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が異なっているため、参考としてご参照ください。 

H17 同和問題についての県民意識調査 

質問 2-1-2 （質問 2-1-1 で）「１．そう思う。」「２．どちらかといえばそう思う。」 と答えた方にその

理由をおたずねします。あなたのお考えに一番近いもの一つに○をつけてください。（○はひとつだけ） 

世間一般にいわれて

いるから,  22.3%

子どもの将来に重要な

関連があるから,  35.6%

相手を信用する根拠と

なるから,  33.7%

その他,  6.2%

不明,  2.2%
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【性別・年齢との関係】 

[図 32-4] 問 32-① 身元調査の肯定理由 と 性別 の関係 

11.5

13.0

10.4

39.8

44.4

36.4

42.1

35.7

46.8

4.5

4.3

4.6

2.1

2.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

男性(n=207)

女性(n=280)

世間一般に行われているから 子どもの将来に重要な関連があるから

相手を信用する根拠となるから その他

 
 性別でみると、男性では「子どもの将来に重要な関連があるから」（44.4%）が最も多く、女性で

は「相手を信用する根拠となるから」（46.8％）が最も多かった。 
 
[図 32-5] 問 32-① 身元調査の肯定理由と 年齢 の関係 

11.5

3.4

6.3

5.4

8.6

16.0

19.7

39.8

48.3

39.6

48.6

39.7

38.2

31.6

42.1

41.4

47.9

37.8

47.4

40.3

38.2

4.5

6.9

4.2

6.8
2.6

4.2

5.3

2.1

0.0

2.1

1.4

1.7

1.4

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

２０～２９歳(n=29)

３０～３９歳(n=48)

４０～４９歳(n=74)

５０～５９歳(n=116)

６０～６９歳(n=144)

７０歳以上(n=76)

世間一般に行われているから 子どもの将来に重要な関連があるから
相手を信用する根拠となるから その他
無回答

 

 年齢別でみると、20 歳代、40 歳代では「子どもの将来に重要な関連があるから」が最も多く、

30 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳代では「相手を信用する根拠となるから」が最も多かった。 
 また、60 歳代、70 歳代では「世間一般に行われているから」という回答が他の年代より高かっ

た。 
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（注） 
  このページは、見開き表示のために挿入した空白ページです。
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問 33 あなたは、インターネットによる人権侵害を解決するためにどのようなこと

が必要だと思いますか。次の中からあなたの考えに近いものをお答えください。 

（○は３つ以内） 

56.0%

54.3%

27.0%

19.6%

2.2%

17.3%

1.7%

3.1%

     他人を誹謗(ひぼう)中傷(ちゅうしょう)
    する表現や差別発言・落書きに対する
罰則規定を設け、監視・取締りを強化する

プロバイダーに対し人権侵害と思われる
          情報の公開停止・削除を求める

        インターネット利用者やプロバイダー（接続業者）
等に対して、個人のプライバシーや名誉に関する正しい
    理解を深めるための教育・啓発広報活動を推進する

        インターネットにより人権侵害を受けた
人のための人権相談や電話相談を充実する

特にない

わからない

その他

無回答

 

■インターネットによる人権侵害を解決するために必要と思うものは、「他人を誹謗中

傷する表現や差別発言・落書きに対する罰則規定を設け、監視・取締りを強化する」

(56.0%)が最も多く、次いで「プロバイダーに対し人権侵害と思われる情報の公開停止・

削除を求める」(54.3%)が高くなっている。 
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【 参 考 】 ※設問文、選択肢の文言の一部が前回に比べて異なっているため、参考としてご参照ください。 

前回調査（H17 鳥取県人権意識調査） 

問 25 あなたは、インターネットによる人権侵害を解決するためにどのようなことが必要だと思います

か。次の中から特にあなたの考えに近いものを答えください。（○は３つ以内） 

46.3%

25.8%

24.1%

2.9%

19.3%

1.6%

5.4%

49.2%
          プロバイダーに対し、人権侵害と

思われる情報の公開停止･削除を求める

     他人を誹謗中傷する表現や差別発言･落書き

に対する罰則規定を設け、監視･取締りを強化する

インターネット利用者やプロバイダー（接続業者）等

に対して、個人のプライバシーや名誉に関する正しい

理解を深めるための教育・啓発広報活動を推進する

    インターネットにより人権侵害を受けた人の

ための人権相談所や電話相談所を充実させる

特にない

わからない

その他

無回答

 

 
【性別・年齢との関係】 

 
[図 33-1] 問 33 インターネット上での人権侵害で必要な取り組み と 性別 の関係 

55.5%

54.2%

30.5%

19.8%

3.7%

14.8%

2.7%

1.8%

57.3%

55.5%

25.4%

19.8%

1.3%

19.2%

1.1%

2.1%

罰則規定を設け、監視を強化(n=860)

情報公開の停止・削除要請(n=833)

利用者・接続業者への教育・啓発

(n=415)

被害者相談所の設置(n=301)

特にない(n=34)

わからない(n=266)

その他(n=26)

無回答(n=48)

男性

女性

 
 性別でみると、「罰則を設け、監視を強化」（男性 55.5％、女性 57.3％）が最も多くなっており、

次いで「情報公開の停止・削除要請」（男性 54.2％、女性 55.5％）となっている。 
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[図 33-2] 問 33 インターネット上での人権侵害で必要な取り組みと 年齢 の関係 

 

60.0%

69.2%

62.8%

59.9%

48.0%

39.9%

8.7%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

無回答

罰則規定を設け、監視を強化(n=860)

55.0%

62.1%

65.8%

62.2%

48.2%

27.2%

8.7%

情報公開の停止・削除要請(n=833)

10.8%

11.0%

9.7%

12.5%

25.9%

35.3%

4.3%

わからない(n=266)

20.0%

22.9%

30.1%

33.2%

25.6%

25.4%

17.4%

利用者・接続業者への教育・啓発

(n=415)

15.0%

14.5%

20.8%

23.9%

20.2%

19.1%

17.4%

被害者相談所の設置(n=301)

5.8%

0.9%

1.9%

0.9%

2.4%

4.6%

0.0%

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

無回答

特にない(n=34)

1.7%

5.3%

0.7%

1.1%

1.3%

0.6%

0.0%

その他(n=26)

0.8%

1.3%

1.1%

1.1%

2.7%

5.2%

78.3%

無回答(n=48)

 
 年齢別でみると、「罰則を設け、監視を強化」が 20 歳代（60.0％）、30 歳代（69.2％）、40 歳代

（62.8％）50 歳代（59.9％）と高くなっており、「情報公開の停止・削除要請」も 20 歳代（55.0％）、

30 歳代（62.1％）、40 歳代（65.8％）、50 歳代（62.2％）と高くなっている。また、「わからない」

が 60 歳代（25.9％）、70 歳代（35.3％）で他の年代より高くなっている。 
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